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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

美
濃
街
道

第
56
回

信
長
の
腹
心
、
金
森
長
近

　
〝
天
空
の
城
〟と
し
て
知
ら
れ
る
越
前

大
野
城
。
そ
の
麓
に
広
が
る
城
下
町
。

福
井
県
の
東
部
に
位
置
し
、
四
方
を

１
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
大

野
盆
地
に
小
京
都
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の

ま
ち
を
造
っ
た
の
は
、
金か
な
も
り森
長な

が
ち
か近
と
い

う
戦
国
武
将
で
あ
る
。

　

美
濃
で
生
ま
れ
た
長

近
は
織
田
信
長
に
仕
え
、

天
正
３（
１
５
７
５
）年
、

越
前
大
野
に
封
じ
ら
れ

た
。

　

信
長
の
本
拠
地
・
尾
張

や
美
濃
と
北
陸
を
結
ぶ

線
は
美
濃
街
道
。
こ
の
地

を
任
さ
れ
た
長
近
に
対
す

る
、
信
長
の
信
頼
の
厚
さ

が
う
か
が
え
る
。

盆
地
を
見
渡
す
大
野
城
と 

長
近
の
都
市
計
画

　

長
近
が
築
城
し
た
大
野
城
は
、
市
内

に
小
高
く
そ
び
え
る
亀
山
の
頂
に
建
つ
。

現
在
の
天
守
は
昭
和
43（
１
９
６
８
）年

に
再
建
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
自
然
石
を

そ
の
ま
ま
積
ん
だ
野の
づ
ら
づ

面
積
み
の
石
垣
に

往
時
の
面
影
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

城
の
造
営
と
並
行
し
て
造
ら
れ
た
城

下
町
は
、
東
西
、
南
北
そ
れ
ぞ
れ
六
本

の
道
で
区
画
し
た
。
道
幅
は
一
部
を
除

い
て
ほ
と
ん
ど
が
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

長
近
は
上
下
水
道
の
整
備
も
行
っ

た
。
水
源
に
は
城
下
町
南
東
か
ら
湧
き

出
る
伏
流
水
を
利
用
し
、
本
町
か
ら
五

番
の
各
通
り
の
中
央
に
水
路
を
造
り
、

生
活
・
防
火
用
水
を
流
し
た
。
排
水
用

に
は
各
屋
敷
の
背
中
合
わ
せ
の
境
に
専

用
の
水
路〝
背
割
り
水
路
〟を
設
け
て
い

る
。
自
動
車
の
普
及
と
と
も
に
上
水
路

は
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
家
と
家

の
間
に
は
背
割
り
水
路
が
今
も
残
っ
て

い
る
。

活
気
に
満
ち
た
商
業
都
市
を

目
指
し
た
長
近

　

長
近
の
入
部
以
前
、
の
ち
に「
古
町
」

と
称
す
る
町
が
既
に
形
成
さ
れ
て
お

り
、
美
濃
街
道（
穴
馬
道
）に
沿
っ
て
都

市
的
発
展
を
見
せ
て
い
た
。
長
近
は「
楽

市
」
に
よ
る
外
部
か
ら
の
集
住
を
必
要

と
せ
ず
、
既
存
の
町
を
拡
張
さ
せ
、
既

住
の
領
民
を
移
住
さ
せ
る
こ
と
で
城
下

町
の
整
備
と
し
、
さ
ら
に
座
の
特
権
を

認
め
て
商
工
業
を
継
続
・
発
展
さ
せ
た
。

　

ま
た
大
野
城
下
町
は
、
当
初
か
ら
ヨ

コ
町
型
（
各
街
区
の
区
割
り
、
主
要
街

道
、
職
人
町
と
い
っ
た
町
通
り
が
、
城

郭
に
対
し
て
横
向
き
に
当
た
る
南
北
方

向
に
整
備
さ
れ
て
い
る
城
下
町
プ
ラ

ン
）
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

は
経
済
の
発
展
を
促
す
も
の
で
あ
り
、

天
正
期
に
あ
っ
て
は
か
な
り
先
進
的
と

い
え
る
。

　

城
下
町
の
中
で
最
も
古
く
か
ら
に
ぎ

わ
っ
た
の
は
七し
ち
け
ん間

通
り
だ
っ
た
。
城
下

町
の
中
を
通
る
美
濃
街
道
の
道
筋
で
も

あ
っ
た
こ
の
通
り
は
、
御
用
商
人
や
質

屋
、
酒
の
蔵
元
な
ど
、
大
野
の
経
済
の

中
心
を
担
う
大
商
人
が
軒
を
連
ね
た
。

そ
し
て
こ
の
通
り
で
始
ま
っ
た
七
間
朝

市
は
、
人
々
の
台
所
と
し
て
４
０
０
年

以
上
続
い
て
い
る
。

新
た
な
街
道　

 

中
部
縦
貫
自
動
車
道
と
、 

こ
こ
に
し
か
な
い
星
空

　

時
は
流
れ
、
交
通
手
段
も
変
化
し

た
。
長
野
県
松
本
市
を
起
点
に
飛
騨
、

新
た
な
人
、
モ
ノ
の
交
流
と

星
空
を
生
か
し
た
観
光

大お
お
の野

市
長（
福
井
県
）　
石い

し
や
ま山
志し

ほ保

天空の城　越前大野城
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美
濃
、
奥
越
前
の
険
し
い
山
岳
地
帯
を

通
り
、
福
井
市
に
至
る
中
部
縦
貫
自
動

車
道
の
福
井
県
内
全
線
開
通
を
目
指

し
、
工
事
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
ま

さ
し
く
、
令
和
の
越
前
美
濃
街
道
が
つ

な
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

市
長
就
任
後
、
真
っ
先
に
取
り
組
ん

だ
「
大
野
市
高
速
交
通
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
は
、
本
自
動
車
道
の
県

内
全
線
開
通
や
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
開

業
と
い
っ
た
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限
生
か

す
た
め
、
本
市
が
取
り
組
む
べ
き
事
柄

を
掲
載
し
、
着
実
に
推
進
し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
４
月
に
は
、
本
自
動
車
道

沿
い
で
、
日
本
百
名
山「
荒
島
岳
」の
麓

に
道
の
駅「
越
前
お
お
の　

荒
島
の
郷
」

を
北
陸
最
大
級
の
道
の
駅
と
し
て
開
駅

し
た
。
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、
新
鮮

な
野
菜
や
銘
菓
の
販
売
の
ほ
か
、
同
施

設
内
に
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
の
誘
致
も

実
り
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
本
市
に
は
環
境
省
が
実
施

し
た
全
国
星
空
継
続
観
察
に
お
い
て
、

平
成
16
年
と
17
年
の
２
年
連
続
で
「
日

本
一
美
し
い
星
空
」
に
選
ば
れ
て
い
る

星
空
が
あ
る
。
こ
の
星
空
を
観
光
誘
客

や
地
域
活
性
化
に
生
か
す
た
め
、「
星

空
の
世
界
遺
産
」
と
も
呼
ば
れ
る
星
空

保
護
区
の
令
和
５
年
度
認
定
を
目
指
す

と
宣
言
し
、
産
官
学
で
連
携
を
行
い
、

星
空
を
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
に
見
え
る

環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

星
空
を
生
か
し
た
民
間
事
業
者

の
取
り
組
み
で
は
、
ハ
ン
モ
ッ
ク

に
包
ま
れ
な
が
ら
星
空
観
察
を
楽

し
む
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
星
空
ハ
ン

モ
ッ
ク
」、
日
本
一
美
し
い
星
空

の
下
で
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
を
打
ち

上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
「
星
降
る
ラ
ン

タ
ン
ナ
イ
ト
」
な
ど
が
あ
り
、
参
加
者

も
多
く
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　

か
つ
て
街
道
を
行
き
交
っ
た
い
に
し

え
の
人
々
も
見
上
げ
た
で
あ
ろ
う
星
の

輝
き
を
、
こ
こ
に
し
か
な
い
星
空
と
し

て
観
光
活
用
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。 日本一美しい星空の下で打ち上げるスカイ

ランタン

ハンモックに包まれながら星空観察を楽しむ「星空ハンモック」

スターランドさかだにの星空� ©佐々木 修

企
画
協
力
：
全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

一
口
メ
モ

美濃街道
　

美
濃
国
の
郡
上
八
幡
か
ら
北
西
に
向
か
い
、
山
を
越
え
て
越
前
国
の
城
下
町
北
き
た
の

庄し
ょ
う（

現
・
福
井
市
）に
至
る
美
濃
街
道
は
、
美
濃
地
方
と
日
本
海
を
つ
な
ぐ
交
易
路
と
し

て
越
前
街
道
と
も
呼
ば
れ
た
。

　

美
濃
街
道
は
約
80
㎞
の
道
の
り
で
、
現
在
の

国
道
１
５
８
号
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
い
る
。

　

美
濃
と
越
前
と
の
国
境
に
当
た
る
油
あ
ぶ
ら
ざ
か坂

峠
は

九く
ず
り
ゅ
う

頭
竜
川
の
水
源
と
な
っ
て
お
り
、
九
頭
竜
川

と
そ
の
支
流
は
川
の
道
と
し
て
街
道
と
並
び
物

流
を
支
え
て
い
た
。

　

九
頭
竜
川
に
沿
っ
て
進
み
、
穴あ
な
ま馬

谷
の
山
道

を
抜
け
た
大
野
盆
地
の
中
心
地
・
越
前
大
野
は
、

安
土
桃
山
時
代
に
開
か
れ
た
城
下
町
で
、
風
情

あ
る
ま
ち
並
み
を
残
し
て
お
り
、〝
奥
越
の
小
京

都
〟と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ヨコ町型城下町

大野町絵図（安政5（1858）年以降）（大野市 蔵）
町名は「大野町道筋・江筋絵図」（宝永元（1704）年）（斎藤家文書）を参考

美濃街道細工町

大工町 桶屋町

鍛冶町

湯屋町

城郭

大
鋸
町

七
間
通
り

美
濃
街
道
の
拠
点
〝
奥
越
の
小
京
都 

大
野
〟


